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演題：
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌の病原性を
変える遺伝子「不動」
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）はしばしば院内感染の原因となり、臨床上問題となる病原菌である。我々は黄色ブドウ球菌の病原性発現機構について研究する過程で、黄色ブドウ球菌が軟寒天培地の表面を広がる能力（コロニースプレッディング能力）を有していることを初めて見いだした。日本で臨床分離されたMRSA株の多くがコロニースプレッディング能力を低下していた。この低下は、メチシリン耐性能を賦与する外来遺伝子領域SCCmecに存在する新規遺伝子fudohによって説明されることが分かってきた。fudoh遺伝子をメチシリン感受性株に導入すると、コロニースプレッディング能力の低下とともに、細胞外毒素産生量の低下、及びマウス敗血症モデルにおける病原性の低下が観察された。一方、fudoh遺伝子の導入は、メチシリン感受性株のバイオフィルム形成能力を上昇させた。以上の結果は、fudoh遺伝子は、MRSAがコロニースプレッディングや細胞外毒素の放出により敗血症などの病態を引き起こす能力を抑制し、バイオフィルム形成が関与する病態を引き起こす能力を促進すると考えられる。このfudoh遺伝子の機能は、MRSAが患者の中で潜伏し続ける際に有利に働くのかもしれない。

　本セミナーでは、上記内容の他に、昆虫モデル（カイコ）を利用して黄色ブドウ球菌の病原性遺伝子を探索した結果についても、紹介したい。
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